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宮城県在住の切⼿コレクター・斎享⽒がソウル世界切⼿展で「世界⼤賞」を受賞 

2025 年 9 ⽉ 24 ⽇ 
特定⾮営利活動法⼈ 郵趣振興協会 

１．概要 

2025 年 9 ⽉ 17 ⽇から 21 ⽇にかけて韓国ソウル市で開催された世界切⼿展 「PHILAKOREA 2025」 
において、斎享（さい・とおる）⽒（当協会顧問、宮城県岩沼市在住）が出展したコレクション 「⽇本の初期
の葉書 明治 6-7 年（Postal Cards of Japan 1873-1874）」 が、世界 65 ヵ国から出品された約
400 作品の中から唯⼀選ばれる最⾼栄誉の「世界⼤賞」（グランプリ インターナショナル） を受賞しましたの
で、ここにご報告いたします。 

⽇本⼈による同賞の受賞は、2019 年以来 6 年ぶり、当協会が記録を始めた 2011 年以降に限っては、4 ⼈
⽬の快挙となります。  

今回の「PHILAKOREA 2025」には、斎⽒のほかにも⽇本から 12 作品が出展され、総じて好成績を収めまし
た（詳細は別添「受賞リスト」参照）。 

 

２．世界切⼿展とは 

世界切⼿展は、世界最⼤の切⼿収集団体である 国際郵趣連盟（Fédération Internationale de 
Philatélie, FIP、本部︓スイス・チューリッヒ） が認定する世界最⾼峰の展覧会で、19 世紀から今⽇まで
続いています。国内切⼿展で上位⼊賞を果たしたコレクションを持つコレクターのみが参加でき、世界基準に基づ
いて厳正に審査されることから「切⼿及び郵便物収集のオリンピック」とも称され、⾼い権威を誇っています。 

 

３．今回の受賞作品について 

世界⼤賞を受賞した斎⽒のコレクション「⽇本の初期の葉書 明治 6-7 年（Postal Cards of Japan 
1873-1874）」は、わが国の郵便制度創設直後に導⼊された官製葉書の成⽴と発展を、現物の葉書類約
240 点を⽤いて構成された作品で、葉書製造に関する研究成果とともに、希少な使⽤例を⽰すことにより郵便
史的意義を広範かつ深く提⽰した点が⾼く評価されました。 

 

４．今後について 

当協会は、今回の受賞を契機に、⽇本における郵趣の魅⼒を国内外に広く発信し、研究・教育・啓発活動のさ
らなる推進を図ってまいります。 

以上 
 

本件に関するお問い合わせ先  特定⾮営利活動法⼈ 郵趣振興協会 事務局（ info@kitte.com ） 
  



添付資料（別紙） 
1. 斎享⽒の受賞の様⼦およびプロフィール 
2. 受賞作品の図版（全 128 ページより 1 ページを抜粋） 
3. ソウルでの展覧会全体像 
4. ⽇本からの出品作品の受賞リスト 
 

 

 
 
斎享（さい・とおる）⽒プロフィール︓ 
1952 年⽣まれ。 宮城県岩沼市在住。1968 年より⽇本の切⼿や葉書の収集を始め現在に⾄る。 
仙台郵趣会会⻑、特定⾮営利活動法⼈ 郵趣振興協会 顧問 
本作品は、これまでに、国内の競争展で⼤⾦賞グランプリを獲得（スタンペックスジャパン２０２１）。 
世界切⼿展では、2022 年にインドネシアのジャカルタ市で開催された INDONESIA 2022 で⼤⾦賞を獲得。 
著作「切⼿画家 ⽊村勝の世界」（2012 年、⽇本郵趣協会） 



 
 
 



 
 
 
 
 
 



 
世界切⼿展は、ポイント制の審査競技（満点＝100 点）です。通常、98 点以上は与えられません。 

メダルの最⾼位は⼤⾦賞で、ポイント 95 点以上の作品に授与されます。 
チャンピオンクラスは、⼤⾦賞を 3 回以上獲得した作品等が集まる部⾨で、審査は⾏われません。 

＊参考）⿊⽥卓⽒（宮城県仙台市在住）、菊地恵実⽒（福島県国⾒町出⾝） 
 


